
研究種別 成長戦略課題

研究課題名

研究期間

平均点

1 研究目標の達成度 4.2

[コメント]
研究開始時に設定した目標については達成されたと考えられる。研究成果の活用につ
いては成果情報が「研究・参考」となっており、次の研究の参考としては十分に役に立つ
成果であると考えられる。
他方、本研究ではコルチゾール濃度をストレスを表す指標（4時間後に唾液採取）として
用いてきたが、本指標の反応が乏しいことから、今後の研究ではより適切な指標の利用
が必要だと考える。
また畜種についても検討を進めてほしい。

様式９　　　　　　　　　事後評価報告書

畜産酪農技術センター課題評価会議　  　令和7年　9月10日

アニマルウェルフェアに配慮した肥育豚の飼養管理技術の開発

　４年度　～　６年度

評価項目



研究種別 一般研究課題

研究課題名

研究期間

平均点

1 研究目標の達成度 4.4

様式９　　　　　　　　　事後評価報告書

畜産酪農技術センター課題評価会議　  　令和7年　9月10日

暖地型牧草の栽培利用技術の開発

　４年度　～　６年度

評価項目

[コメント]
暖地型牧草のうち、特にセンチピードグラス、ノシバの有用性が山梨県で高いこと、栽培
適地が平坦地～中山間地であることなど、暖地型牧草の利用・活用が可能なこと、放牧
に有用であること、寒地型牧草地との組み合わせにより長期放牧が可能となる活用がで
きることを示しており、実用化に向けてさらなる検討を期待したい。

また、気候変動について牧草だけではなく、畜種等での対策もすすめてほしい。


